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研究内容 

 

 炎症性筋疾患は多発筋炎、皮膚筋炎、封入体筋炎など多様な病型を含む疾患です。私たちは、炎症性筋疾

患の遺伝要因の同定や発症機序の解明に取り組んでいます。これまで国立精神・神経医療研究センターや慶應

義塾大学との共同研究を行い、炎症性筋疾患の一病型である免疫介在性壊死性ミオパチー（IMNM）が特定の

HLA-DRB1 アレルと関連することを新たに発見しました(Neurology 87: 1954-1955, 2016)。さらに詳細な IMNM の

HLA 解析を進め、日本人成人及び小児において、異なるアレルが疾患に関連する可能性を示唆しました (HLA in 

press, 2022)。また、その他の病型である抗アミノアシル tRNA 合成酵素（ARS）抗体陽性の筋炎（抗シンセターゼ

症候群; ASS）は HLA-DRB1 座と関連しないこと（JAMA Neurology 74: 992-999, 2017）、抗 PD-1 抗体阻害

薬関連筋炎は特定の HLA-C アレルと関連すること（J Autoimmunity 100: 105-113, 2019）、封入体筋炎は他の

病型とは違う HLA-DRB1 アレルと関連すること（PLoS ONE https://doi.org/10.1371/journal.pone.0237890, 

2020）をそれぞれ報告しています。現在その他の炎症性筋疾患（皮膚筋炎など）における関連解析を進めており、炎

症性筋疾患と HLA 多型との関連性の全体像を明らかにすることを目指しています。 
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